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し“ 非接地系高圧回路用地縮纏電装置取り扱い説明書

広湿 地絡継電器日G F -A IT (理込 )

(J I S C 46餅規格適合品)

本装置は地絡継電器 (H G F 形) 及び零相変流器 (Z C T ) 若しくは必要に応じ C B 引外装置 (P V -
T C 又は U V 一 T C ) と組み合わせて高圧土自家く用需要家Kの受電鰹主に設置し、 零相変"流離蟻設置以降に発
生する地絡電流を検出。 C B をしや断し、 地絡事故による他への波及を防ぐとともに事故を最少限に
防止 す る こと を 目 的と します。

L設置上の注意 l

本装置を設ん置する主場合には、ン次の事項にノ卸･注意頭頂いま-才。
1. 主也維郭医電器と霧堺団変流し黙劇ま必･ず同一番号のも-のを組み合わせて{吏用すること。
2 . 土也,綾稀医電器と霧跡目煮変2流器階月の酉間隙はて他の電力.線や電圧土糸象とば 5 m 以上の束ね酉潮線を避坐るナ、 電銘湶の
太さは 1 .onnm以上のビニルベ電線をイ吏用するこ#と。 又誘導による誤動解乍防止を避けるため大電y流の
流しれ る導国本のイ寸近斤での酉潮線を矛テな わ な い こと。

3 . ≠也緒稀遜る電器 と 零トホ団変き流器との間 の配糸湶は でき る だけ短め1く す る こ と。
4 . 零堺産恋流器の外周に高電圧土糸湶や大電謡流導体.を接近斤させない様に注意すること。
5。 零堺目ノな;流器 の

一〉次立端子｣k 一 1及 び試 ,験用立端子 k t一 1t の 間 に は テ ス タ な どによ っ て 直ま流を勃流さ な いこ
と。

6 , 零堺目〆変;流器 の 試 ,験用立嵩一子k t一 1t を 短 絡 し たりを妾士也し な い こ と。
7 . 零堺目′喬流し器一〉次亥譜子k -】を開刀放の状態で負イ荷電費流及び零坪団電流しを流しさないこと。
8 . 零と布目!恋シ流離贅寸属一〉次電謙湶を酉己莉腺する障祭には電線 の曲げ半蜂壁を電線の内側で電線外“峯の 6 イ音以上二に
す る こ と。

9 . 継 電 器の S 1、 S 2 C又はS勿)端子は C B の負荷側の電課す回路からヒューズ (1O A ) イ寸スイッチを通
して A C 10O V 電辞原に柊馨続す るこ と。 ~

10 .継電器内 部 )アクトルは笑豆時間定格 ( 5 A 2 分) なので･注意、すること。
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消 費 電 力

最高使用回犀各電圧土
定 格 一 次 電 流し

A C 1 1 O V

5 0、 60 H z共 用 (分書u丼多Z C T の主場合を 除く )

0 . 1 ー 0 .2 .- 0 .4 一○.6 A ヌむは 0 .2 一 0 .4 ー 0 .6 一○.8 A

整欠ラニーイ直のヱ30 ;% 入 力 で 0 .1 ~ 0 .3希少、400 06 入 力 で0 .1 ~ 0 .2希少

9O V ~ 12 0 V 破門ヒに〉対 し 定格 電 圧土に お ける動舅乍電謡流イ直の土 10

% 以下
ー 2 0 oC ~ ,十 6 o oC

- 1ぴC 以.上十5ぴC 以下 土 15'%;“以下で、 50
oC を こ え 60DC 盡以下 及

びい- 2ぴC ,以上 - 1o
oC 券と;黄 土 3α%霧以下

A C 1 1O V 力埣玉G屋れ ) 0 .5 に お い て雷費売国足各閉 路 の み 1O A、
開月開 5 A、電圧土回犀各開閉 2 A
糸勺 5 .5 V A (動垪乍峠手、 フ

◆ザトを 含ま ず )

6 ,9 0 O V

5 0、 1 0 0、 2 0 0、 3 0 0、 4 0 0、 6 0 0 A

L感度の整定 l
零堺目亦変学流器節又イ寸以降の高圧土回犀各の対性也静電会量垂によって H G F 掩多士也維稀歯電器の感、度を整 {疋します。
零相電流の算出方法は I = / す の C E × 10-6

I : 零堺団電z流 ( A )

の = 2 7rf
C : 対地静電容量(“F )
E : 線間電圧 ( V )

侮りえ ば 6 K V 38n皿2 3′C･ケ ー ブル 12 0 m の充拝也静電滓Fコーカゞ 0 .038“F の主場合
ここ薹= =酌省證た≦ヨ蘂塹&埋諦群髄5蝨日戈字遥識字箋萎&愁瞑群x‐驫&QQ‐¥愚≦晨斡-ま =‘驫塾驫扣,& =‐

高圧土回路の飛杜也静電み･量:が少ない主場合rには高感度に整文-疋して差しつかえありませんから電力会れ土とぞ卸
t協議源頂い ま す。
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!接続方法例 I

接続上の注意事項

1 . 第 2 ~ 5 図 の S 1、 S 2 ( 又 は S栩) 端 子 の A C 10 O V は、 C B の 負 荷 側 か ら 取 っ て

下さい。 やむを得ず C B の電源側から取る場合には、 S 1端子に C B の補助 a 接

点を直列に接続 しなければなりません。

2 . 第 2 ~ 5 図の S 2と S加端子の使い分けは、次の 接続を標準とします。
C B の しゃ断用電源が50 H zの場合……… S 1 と S 2間に電源を接続する。
C B の しゃ断用電源が60 H zの 場合………S 1 と S翔に電源を接続する。

3 . 第 8 図分路引 外方式 ( D C ソ レノ イ ド)の S 1、 T l端 子 は、 しゃ 断 容 量 D C 10 O V

O .5 A (C O S の = 0 .5) の接点なの で必ず C B と連動する接点を直列に入れて、
直接に継電器の接点で C B のしゃ断用電源を切ることを避けて下さい。

第 1図 内部接続図

ミニ
第 3 図 O C R のみある場合

第 2図 O C R と A M がある場合

Ds CB

第4図 A M のみある場合
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第 5 図 O C R と A M がない場合 第 6図 加電圧引外装置(P V - T C )使用の場合
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第 7図 無電圧引外装置 (U V - T C ) 使用の場合 第 8國 分路引外方式 (D C ソレノイド) の場合

第 9図 絶縁変圧器の二次側に使用する場合のZ C T と接地コンデンサの設置方法
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f杲守,点検

1 , 本装置は月 1 回以上必ず試験押ボタンによる . 3 .地絡事故時の動作及び処置
動作試験 (しゃ断を含む) を、 又年 1 回以上 (ィ ) 動作表示器がオレンジ色を表示する。
電流動作試験 (しゃ断を含む) を行ない本装 (ロ ) ブザが鳴り (ブザある場合) C B がし

置の完全動作を確認して下さい。 ゃ断する。

(ハ ) 復帰レバを押し表示器及び継電器の動
2 . 零相変流器一次線及びこれを固定しているス . 作を元にもどず。
ペーサ一等は半年に 1回必ず清掃、 点検を行 (ニ ) 事故回路を調べ事故回路を切り離すか
ない、 絶縁に注意して下さい。 修理して C B を投入する。

端 子 記 号 零相変流器端子 配線用端子
Z H A - 3 形 Z H B 一斗 形 H G F - A IT (埋込形 )

P - P 2 S - S旧 S 2 V“ V " V℃

Z 1 Z 2 T - T 2 0 1 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0
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k、 1は二次端子 k、 1は二次端子
k‘、 鼠ま。試験端子 k‘、 Mま試験端子

1
-

封 -

長÷÷A 2 -

･ )
2一10の孑し
(200、300、400、600 A )

′電 ;光こ 　　　　　
50、 100 ｣A 120
200、300、400 A 140.
600 A 2 20600 A 2 20 2一7

Z C T 標準形50 ~ 600A 孔明寸法図 H G F一利T形 地絡継電器孔明寸法図

試 験 方 ;去 取付配線が終ったら、地絡謠橇
･謬不日変,流離≧(Z C T ) 電器の試験用す中ボタンを押し

D .S K L O .C .B て継電器が動M乍し C B が自動
しゃ断することを衞奮認して‐下

さい。

k! し W W P V 一 T C 精“常な試験としては、 左図の

枷館ご調整欠で･きる電費流を熊、取

る“袋‐ ÷セナ 響き耕し動作俊確認し

ア ーZー Z 2
0 o o "……レ以-下田各

P - P 2 V“ Vゐ Vで T I T 2　
　 　　 　　 　　 　　

　

側 .側
(注 )筥式験用k‘、を端諸子脚線輪のr電流･容量は最大 3 A です。 過大′電流を流し

.交済ご噂源 ますと,容新し、‐次巻線を焼損するこ とがありますので御 注意下さい。
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